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◆大会期間

2026年9月19日～10月4日<16日間>

◆実施競技

41競技

◆メイン会場

名古屋市瑞穂公園陸上競技場

◆選手団（選手・チーム役員）

最大15,000人

◆参加国・地域

ＯＣＡ加盟の４５の国と地域

第20回アジア競技大会
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2

第5回アジアパラ競技大会

◆大会期間

2026年10月18日～10月24日<7日間>

◆実施競技

18競技

◆メイン会場

名古屋市瑞穂公園陸上競技場

◆選手団（選手・チーム役員）

3,600～4,000人

◆参加国・地域

ＡＰＣ加盟の４５の国と地域
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3

メイン会場（瑞穂公園陸上競技場）

©2021 株式会社ＬＯＯＰーＰＦＩ
画像はイメージです。
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4

その他の会場

競技種目 競技会場 所在地

水泳
（アジア）

東京アクアティクスセンター 東京都江東区

古橋廣之進記念浜松市総合水泳場［ToBiO］ 静岡県浜松市

自転車競技
（アジア・パラ）

伊豆ベロドローム 静岡県伊豆市

馬術
（アジア）

馬事公苑 東京都世田谷区

サッカー
（アジア）

岐阜メモリアルセンター長良川競技場 岐阜県岐阜市

小笠山総合運動公園エコパスタジアム 静岡県袋井市

長居陸上競技場 大阪府大阪市

ホッケー 岐阜県グリーンスタジアム 岐阜県各務原市

ローイング 長良川国際レガッタコース 岐阜県海津市

◆県外で実施予定の主な競技種目及び競技会場
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5

機運醸成

◆１年前イベントの開催
9～10月にかけて大会公式アンバサダーやゲストアスリートを招いて、
ステージイベントや競技大会、展示PR等を実施予定。

ＩＮＩ・木村柾哉さん
（名古屋市出身）

武井咲さん
（名古屋市出身）

大久保佳代子さん
（愛知県田原市出身）

松平健さん
（愛知県豊橋市出身）

◆大会公式アンバサダー
愛知・名古屋にゆかりのある方が就任。大会や愛知・名古屋の魅力について発信していきます。

過去のイベントの様子
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大会を成功に導き、開催効果を全国へ

スポーツの振興

ダイバーシティの推進

都市機能の強化 都市ブランドの向上

市民活動の促進

環境問題への対応

国際交流の推進

交流人口の拡大

国際競争力の強化 開催効果

名古屋大都市圏の活性化

日本全体の成長に貢献

128


	スライド 0: 第20回アジア競技大会 第5回アジアパラ競技大会
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6



